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　９月２０日、筑紫野市森林・林業・林産業活性
化促進議員連盟の議員で平等寺山財産区有林など
の現地視察を行いました。（表紙）
　連盟は森林・林業・林産業の振興及び地域の活
性化を事業としており、引き続き調査・研究、提
言・要請行動を行っていきます。

　林野庁では、木材を利用することの意義を広め、国
産材利用を拡大していくため「木づかい運動」を展開
しています。

■次回第187号は令和２年２月15日発行予定です。

議会が聴く 議会報告会

議会が見る 現地視察

詳しくはこちら▶
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段下坂口西村赤司
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平成 年度

決 算
30

歳出  352億円

　財政力指数は、市の財政力を示す指数で、数値が大きいほど財源に余裕
があり、昨年度から０．００９ポイント改善しました。
　経常収支比率は、比率が低いほど、財政構造に弾力性があるとされてい
ます。昨年度から０．２ポイント改善しました。
　筑紫野市は、政令指定都市を除く福岡県内２７市の中で財政力指数は２
番目、経常収支比率は３番目となっております。

　一般会計歳入歳出決算は翌年度に繰り越す財源を引いて８億７５４７万円
の黒字となっています。
　一般会計歳入全体は、前年度比8.0％（26億7945万円）の増加、
　一般会計歳出全体は、前年度比7.6％（24億8030万円）の増加と
なっています。
　歳入・歳出ともに筑紫野市庁舎建設事業が主な要因となっております。

筑紫野市平成30年度一般会計決算を 家計簿にしました。
一般会計の決算額の各項目を家庭に おける支出項目に置き換え、
金額を10,000分の１で表示してい ます。

一般会計

入ったお金 使ったお金前年比 前年比

特別会計

合　　計

●各会計の決算額は？

　１年間の収支
≪収入≫

給与

　基本給（市税） 1,360,000円

　諸手当（地方交付税、交付金など） 580,000円

預金取崩し（繰入金） 300,000円

前年繰越（繰越金） 90,000円

パート収入（使用料、手数料、諸収入など） 200,000円

親からの援助（国・県支出金） 790,000円

ローン借入れ（市債） 310,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

≪支出≫

医療費など（扶助費） 970,000円

食費（人件費） 400,000円

ローンの返済（公債費） 260,000円

子どもへの仕送り（補助費等） 400,000円

光熱水費や携帯代など（物件費） 390,000円

その他（繰出金、積立金など） 470,000円

家の増改築費（普通建設事業費） 630,000円

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

362億9915万円　   増

経常収支比率

財政力指数

552億5788万円　   増

189億5873万円　   減

351億6418万円　   増

539億9138万円　   増

188億2720万円　   減

万単位で掲載しています。

●市の貯金と借金は  どうなっている？ ●財政指標の近隣市との比較は？ 

地方債（借金）は昨年度に比べ、約３億円   減少しました。
基金（貯金）は昨年度に比べ、約21億円   減少しました。

地方債（一般会計＋特別会計    ＋水道事業＋下水道事業）

基金（一般会計＋特別会計）
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600
（億円）

500

400

300

200

100

0

平成 年度

決 算
30

筑紫野市

0.789

87.6

春日市

0.749

85.0

大野城市

0.816

87.3

太宰府市

0.680

91.3

那珂川市

0.742

92.7

使用料及び手数料
5億4006万円

1.5%

繰入金・繰越金
39億1866万円

10.8%

市税
135億5293万円

37.3%

扶助費
96億9025万円

27.6%

人件費
40億5694万円

11.5%

公債費
25億8576万円

7.3%

補助費など
40億265万円
11.4%

物件費
38億5992万円

11.0%

その他
46億6637万円

13.3%

   普通建設事業費など 
63億229万円
17.9%

自主財源
195億
685万円
53.7%

義務的経費
163億
3295万円
46.4%

投資的経費
63億229万円
17.9%

その他の経費
125億
2894万円
35.7%

依存財源
167億
9230万円
46.3%

諸収入など
14億9520万円

4.1%

 地方交付税
34億9895万円

9.6%

市債
30億9199万円

8.5%

国県支出金
78億9128万円

21.8%

地方譲与税、
各種交付金など
23億1008万円

6.4%

平成30年度●決算

つくしちゃんちの  家計簿 全員一致

認定

歳入  363億円

支出合計 3,520,000円
収入合計 3,630,000円

議会だより筑紫野 筑紫野3 2令和元年11月15日 186号　議会だより



平成 年度

決 算
30

歳出  352億円

　財政力指数は、市の財政力を示す指数で、数値が大きいほど財源に余裕
があり、昨年度から０．００９ポイント改善しました。
　経常収支比率は、比率が低いほど、財政構造に弾力性があるとされてい
ます。昨年度から０．２ポイント改善しました。
　筑紫野市は、政令指定都市を除く福岡県内２７市の中で財政力指数は２
番目、経常収支比率は３番目となっております。

　一般会計歳入歳出決算は翌年度に繰り越す財源を引いて８億７５４７万円
の黒字となっています。
　一般会計歳入全体は、前年度比8.0％（26億7945万円）の増加、
　一般会計歳出全体は、前年度比7.6％（24億8030万円）の増加と
なっています。
　歳入・歳出ともに筑紫野市庁舎建設事業が主な要因となっております。

筑紫野市平成30年度一般会計決算を 家計簿にしました。
一般会計の決算額の各項目を家庭に おける支出項目に置き換え、
金額を10,000分の１で表示してい ます。

一般会計

入ったお金 使ったお金前年比 前年比

特別会計

合　　計

●各会計の決算額は？

　１年間の収支
≪収入≫

給与

　基本給（市税） 1,360,000円

　諸手当（地方交付税、交付金など） 580,000円

預金取崩し（繰入金） 300,000円

前年繰越（繰越金） 90,000円

パート収入（使用料、手数料、諸収入など） 200,000円

親からの援助（国・県支出金） 790,000円

ローン借入れ（市債） 310,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

≪支出≫

医療費など（扶助費） 970,000円

食費（人件費） 400,000円

ローンの返済（公債費） 260,000円

子どもへの仕送り（補助費等） 400,000円

光熱水費や携帯代など（物件費） 390,000円

その他（繰出金、積立金など） 470,000円

家の増改築費（普通建設事業費） 630,000円

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

362億9915万円　   増

経常収支比率

財政力指数

552億5788万円　   増

189億5873万円　   減

351億6418万円　   増

539億9138万円　   増

188億2720万円　   減

万単位で掲載しています。

●市の貯金と借金は  どうなっている？ ●財政指標の近隣市との比較は？ 

地方債（借金）は昨年度に比べ、約３億円   減少しました。
基金（貯金）は昨年度に比べ、約21億円   減少しました。

地方債（一般会計＋特別会計    ＋水道事業＋下水道事業）

基金（一般会計＋特別会計）
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1.5%

繰入金・繰越金
39億1866万円

10.8%

市税
135億5293万円

37.3%

扶助費
96億9025万円

27.6%

人件費
40億5694万円

11.5%
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25億8576万円
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40億265万円
11.4%

物件費
38億5992万円

11.0%

その他
46億6637万円

13.3%

   普通建設事業費など 
63億229万円
17.9%

自主財源
195億
685万円
53.7%

義務的経費
163億
3295万円
46.4%

投資的経費
63億229万円
17.9%

その他の経費
125億
2894万円
35.7%
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167億
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諸収入など
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34億9895万円

9.6%

市債
30億9199万円

8.5%

国県支出金
78億9128万円

21.8%

地方譲与税、
各種交付金など
23億1008万円

6.4%

平成30年度●決算

つくしちゃんちの  家計簿 全員一致

認定

歳入  363億円

支出合計 3,520,000円
収入合計 3,630,000円

議会だより筑紫野 筑紫野3 2令和元年11月15日 186号　議会だより



どう使った？どう使った？352億円
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》

　
委
員
会
で
は
審
査
を
通

し
て
、
ま
ず
歳
入
で
は
市

税
等
収
納
率
向
上
対
策
推

進
本
部
に
お
い
て
、
県
と

連
携
し
た
滞
納
整
理
を
行

っ
た
り
滞
納
繰
越
分
の
徴

収
を
強
化
す
る
一
方
、
平

成
27
年
度
よ
り
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

活
用
し
た
納
税
相
談
を
実

施
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
対

応
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
５
つ

の
政
策
を
柱
と
し
た
第
五

次
総
合
計
画
の
推
進
に
向

け
た
様
々
な
事
業
が
、
予

算
の
目
的
に
従
っ
て
適
正

か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
財

政
状
況
も
健
全
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
課
集
中
審
査

後
に
総
括
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
次
年
度
に

向
け
て
は
教
育
費
へ
の
重

点
的
な
配
分
な
ど
決
算
内

容
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

小
学
校
児
童
数
の推

移

Ｑ
：
筑
紫
小
学
校
は

敷
地
も
狭
い
し
子
ど

も
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

問
題
も
あ
る
。
根
本

的
に
考
え
な
い
と
。

Ａ
：
筑
紫
小
学
校
は

若
江
地
区
に
筑
紫
東

小
学
校
と
の
選
択
制

を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
研

究
を
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
：
子
ど
も
達
が
使

う
ト
イ
レ
が
足
り
な

い
問
題
も
あ
る
。
対

応
は
。

Ａ
：
筑
紫
小
学
校
の

状
況
等
は
把
握
が
で

き
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
の
対
策
を
研
究

し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

農
ト
レ
体
育
館
も

健
康
づ
く
り
に
使
え

る
ん
だ
よ
。

家
庭
児
童
相
談
事
業

Ｑ
：
相
談
室
は
不

在
が
多
い
よ
う
に

思
う
。
嘱
託
職
員

２
名
で
対
応
で
き

て
い
る
の
か
。

Ａ
：
課
内
に
正
規
職
員
を
１

名
配
置
し
て
お
り
、
相
談
室

だ
け
で
な
く
、
児
童
相
談

所
、
療
育
相
談
所
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
課
全
体
で
件
数

の
増
加
に
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
：
教
員
免
許
を
持
つ
者
だ

け
で
な
く
専
門
性
の
あ
る
社

会
福
祉
士
が
い
て
も
い
い
の

で
は
。

Ａ
：
こ
れ
ま
で
も
社
会
福
祉

士
等
の
資
格
者
も
含
め
て
募

集
し
て
き
た
。
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
。

環
境
に
や
さ
し
い

行
動
計
画

Ｑ
：
行
動
計
画
の
検

証
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か
。

Ａ
：
目
標
が
あ
り
、

達
成
度
に
つ
い
て
毎

年
実
施
状
況
を
出
し

て
お
り
、
次
の
取
り

組
み
に
つ
な
い
で
い

る
。

Ｑ
：
災
害
と
か
予
期

せ
ぬ
こ
と
が
起
き
て

い
る
中
で
市
町
村
の

役
割
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
市
の
事
業
、
施

設
に
お
い
て
率
先
的

な
行
動
を
す
る
こ
と

と
思
っ
て
い
る
。
市

民
へ
の
啓
発
、
わ
か

り
や
す
い
情
報
を
発

信
し
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
た
い
。

《 
賛
成
討
論 

》

　
決
算
と
致
し
ま
し
て

は
、
財
政
指
標
が
示
す
よ

う
に
財
政
は
健
全
に
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
教
育
関
連
予
算
を
増

額
し
て
、
た
ち
遅
れ
が
懸

念
さ
れ
る
「
教
育
備
品
の

整
備
」「
ト
イ
レ
の
修
復
」

「
い
じ
め
・
不
登
校
対
策

な
ど
の
人
材
配
置
」
な
ど

の
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
際
情
勢
も
大

揺
れ
で
あ
り
、
消
費
税
増

税
も
目
前
で
あ
る
。
市
民

の
暮
ら
し
も
こ
う
し
た
内

外
の
動
き
に
影
響
を
う
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
た

め
、
市
政
の
か
じ
取
り
は

難
し
く
市
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
こ
そ
が
問
わ
れ
て

い
る
。
格
段
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
12
日
、
13
日

の
集
中
審
査
で
は
、

７
部
門
、
23
課
か
ら

57
項
目
に
わ
た
り
詳

細
な
説
明
を
受
け
、

第
五
次
筑
紫
野
市
総

合
計
画
の
推
進
に
向

け
て
予
算
が
配
分
さ

れ
た
事
務
事
業
の
、

成
果
と
行
政
効
果
を

確
認
す
る
と
と
も
に

次
年
度
予
算
に
向
け

た
工
夫
・
改
善
の
必

要
性
に
留
意
し
な
が

ら
５
つ
の
政
策
を
念

頭
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

民生費
142億9851万円

40.7%

土木費
20億9343万円

5.9%

その他
28億1120万円

8.0%

教育費
 23億8096万円

6.8%

衛生費
28億9505万円

8.2%

総務費
80億9927万円

23.0%

公債費
 25億8576万円

7.4%

歳出   合計
351億6  418万円

林
地
台
帳
整
備

Ｑ
：
こ
れ
ま
で

も
山
林
の
整
備

を
し
て
き
た

が
、
台
帳
の
整

備
は
な
ぜ
か
。

Ａ
：
森
林
所
有
者
の
所
在

が
不
明
、
境
界
の
不
明
森

林
が
増
加
し
、
円
滑
な
森

林
整
備
に
支
障
が
生
じ
て

お
り
、
森
林
台
帳
の
整
備

が
必
要
に
な
っ
た
。

道
路
維
持
管
理
事
業

Ｑ
：
こ
の
額
は

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
へ

の
委
託
料
の
計

上
で
あ
る
が
、

職
員
が
応
急
的
な
処
置
を

し
て
い
る
件
数
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
。
ま
た
、
連

絡
か
ら
実
施
ま
で
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

Ａ
：
年
間
千
件
か
ら
千
二

百
件
程
度
。
電
話
の
通
報

が
あ
る
と
地
図
で
確
認

し
、
必
要
な
も
の
を
車
に

積
ん
で
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
：
農
業
用
水
路
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ
：
水
路
は
地
域
の
防
災

も
含
め
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
連
携
、
対
応
し
て
い

る
。 緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム

Ｑ
：
条
件
に
よ
り
設
置

で
き
な
い
人
は
い
る
の

か
。

Ａ
：
固
定
電
話
を
引
い

て
い
る
こ
と
、
協
力
員

が
２
名
必
要
と
い
う
条
件
が
あ

り
、
断
ら
れ
る
方
も
い
る
。

Ｑ
：
高
齢
者
の
事
故
は
風
呂
場
が

多
い
。
風
呂
に
持
っ
て
行
け
る
よ

う
な
機
種
は
あ
る
の
か
。

Ａ
：
風
呂
に
対
応
す
る
機
種
が
あ

る
か
ど
う
か
、
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

カ
ミ
ー
リ
ヤ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
・
歩
行
訓

練
プ
ー
ル
管
理
事
業

Ｑ
：
60
代
、

70
代
の
利
用

が
多
い
。
若

い
世
代
の
利

用
者
が
増
え

る
よ
う
な
方
法
は
。

Ａ
：
集
団
ミ
ニ
レ
ッ
ス

ン
な
ど
を
行
い
、
若
い

世
代
の
継
続
利
用
も

徐
々
に
増
え
て
い
る
。

市
内
の
類
似
す
る
民
間

施
設
の
情
報
発
信
に
も

努
め
て
い
く
。

防
災
事
務
事
業

Ｑ
：
工
事
請
負
費

１
３
８
０
万
円
の

内
容
は
。

Ａ
：
庁
舎
移
転
に

伴
う
防
災
に
関
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
移
設
工
事
が
主
な
も
の
で

あ
る
。

Ｏ
Ａ
機
器
整
備

Ｑ
：
大
型
モ
ニ
タ
ー
は
学

校
間
で
配
置
に
差
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

Ａ
：
大
型
モ
ニ
タ
ー
は
ほ

と
ん
ど
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の

寄
贈
に
よ
る
も
の
。
ほ
か

の
機
器
で
代
替
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
：
整
備
計
画
は
現
在
、

学
校
等
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
協
議
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
納
付
促
進
事
業

Ｑ
：
市
民
税

控
除
額
が
寄

附
金
額
を
上

回
っ
て
い
る

が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
の
か
。

Ａ
：
謝
礼
品
の
数
を

増
や
す
こ
と
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

を
増
や
す
こ
と
で
寄

附
件
数
が
増
加
す
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

指
定
管
理
施
設
維
持
管
理

Ｑ
：
農
ト
レ
に
は
ラ
ン

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
４
台
、

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
３
台
、

ウ
ェ
イ
ト
マ
シ
ン
３
台

あ
る
が
、
ソ
フ
ァ
ー
や

椅
子
も
老
朽
化
し
て
い
る
。
新
し

い
備
品
の
購
入
等
ど
う
し
て
い
る

の
か
。

Ａ
：
年
間
１
万
人
弱
の
方
が
利

用
。
器
具
の
購
入
は
計
画
的
に
更

新
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
：
修
繕
の
範
囲
に
つ
い
て
指
定

管
理
者
、
市
の
ほ
う
で
基
準
は
あ

る
の
か
。

Ａ
：
指
定
管
理
者
が
負
担
す
る
修

繕
の
上
限
を
１
件
30
万
円
未
満
、

年
間
で
は
２
０
０
万
円
と
し
て
お

り
、
超
え
る
場
合
は
教
育
委
員
会

と
協
議
を
行
う
と
し
て
い
る
。

日
頃
か
ら
の
職
員

の
対
応
に
感
謝

災
害
予
防
の
た
め

に
も
必
要
じ
ゃ

モ
ニ
タ
ー
が
あ
る

と
授
業
も
便
利

19
時
以
降
も
利
用

で
き
れ
ば
い
い
け
ど

一
人
だ
と
お
風
呂
に

入
る
の
が
心
配…

応援したいところ

に寄付してね

435万円

213万円

1114万円

486万円

387万円

5995万円

1876万円

5145万円
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どう使った？どう使った？352億円

《 

委
員
長
報
告 

》

　
委
員
会
で
は
審
査
を
通

し
て
、
ま
ず
歳
入
で
は
市

税
等
収
納
率
向
上
対
策
推

進
本
部
に
お
い
て
、
県
と

連
携
し
た
滞
納
整
理
を
行

っ
た
り
滞
納
繰
越
分
の
徴

収
を
強
化
す
る
一
方
、
平

成
27
年
度
よ
り
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

活
用
し
た
納
税
相
談
を
実

施
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
対

応
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
５
つ

の
政
策
を
柱
と
し
た
第
五

次
総
合
計
画
の
推
進
に
向

け
た
様
々
な
事
業
が
、
予

算
の
目
的
に
従
っ
て
適
正

か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
財

政
状
況
も
健
全
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
課
集
中
審
査

後
に
総
括
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
次
年
度
に

向
け
て
は
教
育
費
へ
の
重

点
的
な
配
分
な
ど
決
算
内

容
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

小
学
校
児
童
数
の推

移

Ｑ
：
筑
紫
小
学
校
は

敷
地
も
狭
い
し
子
ど

も
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

問
題
も
あ
る
。
根
本

的
に
考
え
な
い
と
。

Ａ
：
筑
紫
小
学
校
は

若
江
地
区
に
筑
紫
東

小
学
校
と
の
選
択
制

を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
研

究
を
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
：
子
ど
も
達
が
使

う
ト
イ
レ
が
足
り
な

い
問
題
も
あ
る
。
対

応
は
。

Ａ
：
筑
紫
小
学
校
の

状
況
等
は
把
握
が
で

き
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
の
対
策
を
研
究

し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

農
ト
レ
体
育
館
も

健
康
づ
く
り
に
使
え

る
ん
だ
よ
。

家
庭
児
童
相
談
事
業

Ｑ
：
相
談
室
は
不

在
が
多
い
よ
う
に

思
う
。
嘱
託
職
員

２
名
で
対
応
で
き

て
い
る
の
か
。

Ａ
：
課
内
に
正
規
職
員
を
１

名
配
置
し
て
お
り
、
相
談
室

だ
け
で
な
く
、
児
童
相
談

所
、
療
育
相
談
所
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
課
全
体
で
件
数

の
増
加
に
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
：
教
員
免
許
を
持
つ
者
だ

け
で
な
く
専
門
性
の
あ
る
社

会
福
祉
士
が
い
て
も
い
い
の

で
は
。

Ａ
：
こ
れ
ま
で
も
社
会
福
祉

士
等
の
資
格
者
も
含
め
て
募

集
し
て
き
た
。
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
。

環
境
に
や
さ
し
い

行
動
計
画

Ｑ
：
行
動
計
画
の
検

証
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か
。

Ａ
：
目
標
が
あ
り
、

達
成
度
に
つ
い
て
毎

年
実
施
状
況
を
出
し

て
お
り
、
次
の
取
り

組
み
に
つ
な
い
で
い

る
。

Ｑ
：
災
害
と
か
予
期

せ
ぬ
こ
と
が
起
き
て

い
る
中
で
市
町
村
の

役
割
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
市
の
事
業
、
施

設
に
お
い
て
率
先
的

な
行
動
を
す
る
こ
と

と
思
っ
て
い
る
。
市

民
へ
の
啓
発
、
わ
か

り
や
す
い
情
報
を
発

信
し
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
た
い
。

《 

賛
成
討
論 

》

　
決
算
と
致
し
ま
し
て

は
、
財
政
指
標
が
示
す
よ

う
に
財
政
は
健
全
に
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
教
育
関
連
予
算
を
増

額
し
て
、
た
ち
遅
れ
が
懸

念
さ
れ
る
「
教
育
備
品
の

整
備
」「
ト
イ
レ
の
修
復
」

「
い
じ
め
・
不
登
校
対
策

な
ど
の
人
材
配
置
」
な
ど

の
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
際
情
勢
も
大

揺
れ
で
あ
り
、
消
費
税
増

税
も
目
前
で
あ
る
。
市
民

の
暮
ら
し
も
こ
う
し
た
内

外
の
動
き
に
影
響
を
う
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
た

め
、
市
政
の
か
じ
取
り
は

難
し
く
市
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
こ
そ
が
問
わ
れ
て

い
る
。
格
段
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
12
日
、
13
日

の
集
中
審
査
で
は
、

７
部
門
、
23
課
か
ら

57
項
目
に
わ
た
り
詳

細
な
説
明
を
受
け
、

第
五
次
筑
紫
野
市
総

合
計
画
の
推
進
に
向

け
て
予
算
が
配
分
さ

れ
た
事
務
事
業
の
、

成
果
と
行
政
効
果
を

確
認
す
る
と
と
も
に

次
年
度
予
算
に
向
け

た
工
夫
・
改
善
の
必

要
性
に
留
意
し
な
が

ら
５
つ
の
政
策
を
念

頭
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

民生費
142億9851万円

40.7%

土木費
20億9343万円

5.9%

その他
28億1120万円

8.0%

教育費
 23億8096万円

6.8%

衛生費
28億9505万円

8.2%

総務費
80億9927万円

23.0%

公債費
 25億8576万円

7.4%

歳出   合計
351億6  418万円

林
地
台
帳
整
備

Ｑ
：
こ
れ
ま
で

も
山
林
の
整
備

を
し
て
き
た

が
、
台
帳
の
整

備
は
な
ぜ
か
。

Ａ
：
森
林
所
有
者
の
所
在

が
不
明
、
境
界
の
不
明
森

林
が
増
加
し
、
円
滑
な
森

林
整
備
に
支
障
が
生
じ
て

お
り
、
森
林
台
帳
の
整
備

が
必
要
に
な
っ
た
。

道
路
維
持
管
理
事
業

Ｑ
：
こ
の
額
は

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
へ

の
委
託
料
の
計

上
で
あ
る
が
、

職
員
が
応
急
的
な
処
置
を

し
て
い
る
件
数
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
。
ま
た
、
連

絡
か
ら
実
施
ま
で
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

Ａ
：
年
間
千
件
か
ら
千
二

百
件
程
度
。
電
話
の
通
報

が
あ
る
と
地
図
で
確
認

し
、
必
要
な
も
の
を
車
に

積
ん
で
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
：
農
業
用
水
路
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ
：
水
路
は
地
域
の
防
災

も
含
め
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
連
携
、
対
応
し
て
い

る
。 緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム

Ｑ
：
条
件
に
よ
り
設
置

で
き
な
い
人
は
い
る
の

か
。

Ａ
：
固
定
電
話
を
引
い

て
い
る
こ
と
、
協
力
員

が
２
名
必
要
と
い
う
条
件
が
あ

り
、
断
ら
れ
る
方
も
い
る
。

Ｑ
：
高
齢
者
の
事
故
は
風
呂
場
が

多
い
。
風
呂
に
持
っ
て
行
け
る
よ

う
な
機
種
は
あ
る
の
か
。

Ａ
：
風
呂
に
対
応
す
る
機
種
が
あ

る
か
ど
う
か
、
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

カ
ミ
ー
リ
ヤ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
・
歩
行
訓

練
プ
ー
ル
管
理
事
業

Ｑ
：
60
代
、

70
代
の
利
用

が
多
い
。
若

い
世
代
の
利

用
者
が
増
え

る
よ
う
な
方
法
は
。

Ａ
：
集
団
ミ
ニ
レ
ッ
ス

ン
な
ど
を
行
い
、
若
い

世
代
の
継
続
利
用
も

徐
々
に
増
え
て
い
る
。

市
内
の
類
似
す
る
民
間

施
設
の
情
報
発
信
に
も

努
め
て
い
く
。

防
災
事
務
事
業

Ｑ
：
工
事
請
負
費

１
３
８
０
万
円
の

内
容
は
。

Ａ
：
庁
舎
移
転
に

伴
う
防
災
に
関
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
移
設
工
事
が
主
な
も
の
で

あ
る
。

Ｏ
Ａ
機
器
整
備

Ｑ
：
大
型
モ
ニ
タ
ー
は
学

校
間
で
配
置
に
差
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

Ａ
：
大
型
モ
ニ
タ
ー
は
ほ

と
ん
ど
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の

寄
贈
に
よ
る
も
の
。
ほ
か

の
機
器
で
代
替
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
：
整
備
計
画
は
現
在
、

学
校
等
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
協
議
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
納
付
促
進
事
業

Ｑ
：
市
民
税

控
除
額
が
寄

附
金
額
を
上

回
っ
て
い
る

が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
の
か
。

Ａ
：
謝
礼
品
の
数
を

増
や
す
こ
と
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

を
増
や
す
こ
と
で
寄

附
件
数
が
増
加
す
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

指
定
管
理
施
設
維
持
管
理

Ｑ
：
農
ト
レ
に
は
ラ
ン

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
４
台
、

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
３
台
、

ウ
ェ
イ
ト
マ
シ
ン
３
台

あ
る
が
、
ソ
フ
ァ
ー
や

椅
子
も
老
朽
化
し
て
い
る
。
新
し

い
備
品
の
購
入
等
ど
う
し
て
い
る

の
か
。

Ａ
：
年
間
１
万
人
弱
の
方
が
利

用
。
器
具
の
購
入
は
計
画
的
に
更

新
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
：
修
繕
の
範
囲
に
つ
い
て
指
定

管
理
者
、
市
の
ほ
う
で
基
準
は
あ

る
の
か
。

Ａ
：
指
定
管
理
者
が
負
担
す
る
修

繕
の
上
限
を
１
件
30
万
円
未
満
、

年
間
で
は
２
０
０
万
円
と
し
て
お

り
、
超
え
る
場
合
は
教
育
委
員
会

と
協
議
を
行
う
と
し
て
い
る
。

日
頃
か
ら
の
職
員

の
対
応
に
感
謝

災
害
予
防
の
た
め

に
も
必
要
じ
ゃ

モ
ニ
タ
ー
が
あ
る

と
授
業
も
便
利

19
時
以
降
も
利
用

で
き
れ
ば
い
い
け
ど

一
人
だ
と
お
風
呂
に

入
る
の
が
心
配…

応援したいところ

に寄付してね

435万円

213万円

1114万円

486万円

387万円

5995万円

1876万円

5145万円
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公共施設等整備基金積立

創生振興基金積立

災害復旧費（本年7月大雨）

御笠自治会バス予備車両購入費

主な補正予算（歳出）

4億3774万円

1億1232万円

6198万円

338万円

７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
関
連
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

の
補
正
増

　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

基
金
積
立
事
業
、
子
育
て

の
た
め
の
施
設
等
利
用
給

付
事
業
、
災
害
関
連
の
復

旧
事
業
な
ど
の
補
正
増
で

あ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
億
７
１
７
３
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

３
１
８
億
２
２
７
３
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

御
笠
自
治
会

バ
ス
を
１
台

購
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
選
定
方
法
は
。

競
争
入
札
で

選
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

令
和
元
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
１
号
）

① 運行開始日

　 平成31年１月４日

② 運賃

　 大人 １５０円

　 小学生など割引

③ 利用者数

　 １月から７月まで

　 計 １１,６２９人

④ 運賃収入

　 １月から７月まで

　 計１,５９０,１５０円

⑤ 運行車両

　 マイクロバス１台

① 運行開始日

　 平成31年１月８日

② 運賃

　 定額２００円

　 区間によって割引

③ 利用者数

　 １月から７月まで

　 計 ６,０３８人

④ 運賃収入

　 １月から７月まで

　 計 ５３８,９００円

⑤ 運行車両

　 ワゴン車２台
洗浄機入口

御笠自治会バス

洗浄機出口

一
日
９
７
０
０
食

作
っ
て
い
る
ん
だ
よ
！

御笠自治会バス運行状況

乗車人数
運賃収入

1月

618人

2月 3月 4月 5月 6月 7月

795人
869人 860人

939人 975人
982人

57,300円

69,800円
77,000円 77,500円

85,600円 82,200円
89,500円

1,160人
1,323人

1,530人

1,780人
1,840人

1,865人
2,131人

159,100円
178,700円

203,200円

247,250円
253,450円 254,900円

293,550円

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

コミュニティバスつくし号運行状況

幼
児
教
育
・
保
育 

無
償
化

　
　
　
　
　
　
　 

10
月
ス
タ
ー
ト

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
実

施
の
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
伴
い
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
等
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
歳
以
上
児
の
保
育
料

に
含
ま
れ
て
い
た
副
食
費

（
お
か
ず
）
に
つ
い
て
は

無
償
化
の
対
象
と
し
な
い

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
保
護
者

負
担
と
す
る
こ
と
等
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。 全員一致

可決
全員一致

可決

概
要

食
器
洗
浄
機
の
稼
働
状
況
を
確
認

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
は
現
在
食
器
洗
浄
機
を

２
台
保
有
し
て
い
ま
す

が
、
老
朽
化
に
よ
り
、
そ

の
う
ち
の
１
台
を
令
和
元

年
８
月
に
更
新
し
ま
し

た
。
な
お
、
取
得
金
額
は

３
４
５
６
万
円
で
す
。

　
新
し
い
食
器
洗
浄
機
の

稼
動
状
況
を
確
認
し
、
給

食
を
作
る
過
程
や
、
調
理

器
の
機
能
、
食
器
の
洗
浄

工
程
ま
で
の
流
れ
に
つ
い

て
、
執
行
部
よ
り
説
明
を

受
け
、
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

概
要

筑
紫
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
（
一
部
改
正
）

保
育
所
の
保
育
料
無
償
化
と

　
　
　
　
　
　
　 

保
護
者
負
担
は

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
実

施
の
保
育
所
の
保
育
料
無

償
化
の
詳
細
に
つ
い
て
、

子
育
て
支
援
課
か
ら
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
10
月
か
ら
の
保
育
料
が

無
償
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
は
、
保
育
が
必
要

な
０
〜
２
歳
の
子
ど
も

は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
、
３
〜
５
歳
の
子
ど
も

は
、
該
当
の
施
設
を
利
用

す
る
す
べ
て
の
世
帯
で

す
。
た
だ
し
、
給
食
費
、

通
園
の
送
迎
費
、
行
事
に

か
か
る
費
用
、
絵
本
代
な

ど
は
無
償
化
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

保
育
料
に
つ

い
て
、
認
可

保
育
所
と
認
可
外
保
育
所

は
同
じ
支
払
い
方
に
な
る

の
か
。

認
可
の
保
育

所
に
つ
い
て

は
、
保
育
料
を
徴
収
し
な

い
。

　
認
可
外
保
育
所
も
同
様

に
保
育
料
を
徴
収
せ
ず

に
、
無
償
化
に
該
当
す
る

部
分
を
市
か
ら
認
可
外
保

育
所
に
支
払
う
形
に
な
る

予
定
で
す
。
た
だ
し
、
保

育
料
の
無
償
化
と
な
る
金

額
を
超
え
る
費
用
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
が
直
接
施

設
へ
支
払
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

所
管
事
務
調
査

現
地
視
察 

学
校
給
食
共
同
調
理
場

所
管
事
務
調
査 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
御
笠
自
治
会
バ
ス
の
利
用
状
況

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会

●特定教育・保育施設とは、幼稚園、保育所、認定こども園のことです。

　認可保育所が13、公立幼稚園が１、認定こども園が１あります。

●特定地域型保育事業とは、事業所内保育、小規模保育施設のことです。

乗車人数
運賃収入
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公共施設等整備基金積立

創生振興基金積立

災害復旧費（本年7月大雨）

御笠自治会バス予備車両購入費

主な補正予算（歳出）

4億3774万円

1億1232万円

6198万円

338万円

７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
関
連
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

の
補
正
増

　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

基
金
積
立
事
業
、
子
育
て

の
た
め
の
施
設
等
利
用
給

付
事
業
、
災
害
関
連
の
復

旧
事
業
な
ど
の
補
正
増
で

あ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
億
７
１
７
３
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

３
１
８
億
２
２
７
３
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

御
笠
自
治
会

バ
ス
を
１
台

購
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
選
定
方
法
は
。

競
争
入
札
で

選
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

令
和
元
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
１
号
）

① 運行開始日

　 平成31年１月４日

② 運賃

　 大人 １５０円

　 小学生など割引

③ 利用者数

　 １月から７月まで

　 計 １１,６２９人

④ 運賃収入

　 １月から７月まで

　 計１,５９０,１５０円

⑤ 運行車両

　 マイクロバス１台

① 運行開始日

　 平成31年１月８日

② 運賃

　 定額２００円

　 区間によって割引

③ 利用者数

　 １月から７月まで

　 計 ６,０３８人

④ 運賃収入

　 １月から７月まで

　 計 ５３８,９００円

⑤ 運行車両

　 ワゴン車２台
洗浄機入口

御笠自治会バス

洗浄機出口

一
日
９
７
０
０
食

作
っ
て
い
る
ん
だ
よ
！

御笠自治会バス運行状況

乗車人数
運賃収入

1月

618人

2月 3月 4月 5月 6月 7月

795人
869人 860人

939人 975人
982人

57,300円

69,800円
77,000円 77,500円

85,600円 82,200円
89,500円

1,160人
1,323人

1,530人

1,780人
1,840人

1,865人
2,131人

159,100円
178,700円

203,200円

247,250円
253,450円 254,900円

293,550円

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

コミュニティバスつくし号運行状況

幼
児
教
育
・
保
育 

無
償
化

　
　
　
　
　
　
　 

10
月
ス
タ
ー
ト

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
実

施
の
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
伴
い
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
等
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
歳
以
上
児
の
保
育
料

に
含
ま
れ
て
い
た
副
食
費

（
お
か
ず
）
に
つ
い
て
は

無
償
化
の
対
象
と
し
な
い

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
保
護
者

負
担
と
す
る
こ
と
等
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。 全員一致

可決
全員一致

可決

概
要

食
器
洗
浄
機
の
稼
働
状
況
を
確
認

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
は
現
在
食
器
洗
浄
機
を

２
台
保
有
し
て
い
ま
す

が
、
老
朽
化
に
よ
り
、
そ

の
う
ち
の
１
台
を
令
和
元

年
８
月
に
更
新
し
ま
し

た
。
な
お
、
取
得
金
額
は

３
４
５
６
万
円
で
す
。

　
新
し
い
食
器
洗
浄
機
の

稼
動
状
況
を
確
認
し
、
給

食
を
作
る
過
程
や
、
調
理

器
の
機
能
、
食
器
の
洗
浄

工
程
ま
で
の
流
れ
に
つ
い

て
、
執
行
部
よ
り
説
明
を

受
け
、
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

概
要

筑
紫
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
（
一
部
改
正
）

保
育
所
の
保
育
料
無
償
化
と

　
　
　
　
　
　
　 

保
護
者
負
担
は

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
実

施
の
保
育
所
の
保
育
料
無

償
化
の
詳
細
に
つ
い
て
、

子
育
て
支
援
課
か
ら
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
10
月
か
ら
の
保
育
料
が

無
償
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
は
、
保
育
が
必
要

な
０
〜
２
歳
の
子
ど
も

は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
、
３
〜
５
歳
の
子
ど
も

は
、
該
当
の
施
設
を
利
用

す
る
す
べ
て
の
世
帯
で

す
。
た
だ
し
、
給
食
費
、

通
園
の
送
迎
費
、
行
事
に

か
か
る
費
用
、
絵
本
代
な

ど
は
無
償
化
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

保
育
料
に
つ

い
て
、
認
可

保
育
所
と
認
可
外
保
育
所

は
同
じ
支
払
い
方
に
な
る

の
か
。

認
可
の
保
育

所
に
つ
い
て

は
、
保
育
料
を
徴
収
し
な

い
。

　
認
可
外
保
育
所
も
同
様

に
保
育
料
を
徴
収
せ
ず

に
、
無
償
化
に
該
当
す
る

部
分
を
市
か
ら
認
可
外
保

育
所
に
支
払
う
形
に
な
る

予
定
で
す
。
た
だ
し
、
保

育
料
の
無
償
化
と
な
る
金

額
を
超
え
る
費
用
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
が
直
接
施

設
へ
支
払
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

所
管
事
務
調
査

現
地
視
察 

学
校
給
食
共
同
調
理
場

所
管
事
務
調
査 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
御
笠
自
治
会
バ
ス
の
利
用
状
況

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会

●特定教育・保育施設とは、幼稚園、保育所、認定こども園のことです。

　認可保育所が13、公立幼稚園が１、認定こども園が１あります。

●特定地域型保育事業とは、事業所内保育、小規模保育施設のことです。

乗車人数
運賃収入
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福岡広域都市計画地区計画  筑紫第3地区  計画図

日 月 火 水 木 金 土
11/24 25 26 27 28 29 30

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

※変更する場合があります。

供給単価

給水原価

差

２１７.８円

１９３.３円

２４.５円

※数値は１㎥あたり

【水道の供給単価と給水原価】

収　入

支　出

純利益

１９億５８２４万円

１７億３７４１万円

２億２０８３万円

【水道事業の損益（税抜）】

安
定
的
な
水
資
源
の
確
保
と

　
　 安
全
な
水
の
供
給
に
努
め
る

　
水
道
事
業
会
計
の
剰
余

金
の
今
後
の
使
途
と
決
算

内
容
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

供
給
し
た
配

水
量
の
う
ち

水
道
料
金
の
徴
収
対
象
と

な
っ
た
水
量
の
比
率
を
表

す
有
収
率
が
昨
年
度
よ
り

0.3
％
向
上
し 

93
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
の
は
ど
の

よ
う
な
理
由
か
。

老
朽
管
工
事

の
計
画
に
基

づ
き
毎
年
老
朽
管
を
更
新

し
て
い
る
こ
と
が
要
因
の

１
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

建
築
物
の
制
限
に
よ
り

 

良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を
図
る

　
福
岡
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画
筑
紫

第
３
地
区
の
都
市
計
画
決
定
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
て
建
築
物
の
制

限
を
す
る
こ
と
で
Ａ
地
区
に
は
流
通
業
務
用
の
事
務
所
な

ど
が
、
Ｂ
地
区
に
は
戸
建
住
宅
や
共
同
住
宅
な
ど
が
建
築

さ
れ
調
和
の
と
れ
た
市
街
地
形
成
が
図
ら
れ
ま
す
。

概
要

建設環境常任委員会

全員一致

可決及び

認定

使用料単価

汚水処理原価

差

１７５.８８円

１６６.９９円

８.８９円

※数値は１㎥あたり

【下水道事業の汚水処理原価】

収　入

支　出

純利益

２２億　　６２万円

１９億７１７５万円

２億２８８７万円

【下水道事業の損益（税抜）】

下
水
道
の
整
備
を
促
進
し

　
　
　 都
市
環
境
の
向
上
を
図
る

　
下
水
道
事
業
会
計
の
剰

余
金
の
今
後
の
使
途
と
決

算
内
容
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

下
水
道
工
事

の
概
要
に
つ

い
て
、
下
水
道
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
策
定

業
務
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

市
内
16
か
所

に
設
置
し
て

い
る
下
水
道
ポ
ン
プ
施
設

を
長
寿
命
化
す
る
た
め
、

ポ
ン
プ
の
改
良
や
修
理
に

係
る
費
用
を
調
査
す
る
業

務
で
あ
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

平
成
30
年
度
下
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

筑
紫
野
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

    

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

全員一致

可決及び

認定

会議録の検索はこちらから
（９月定例会の会議録は、11月下旬以降に検索できます）

９月定例会 審議結果（８月30日～９月25日）

QRコード

・損害賠償の額を定めることについて

条　　例・・・・10件（原案可決） 12件（認定）決　　算・・・・

補正予算・・・・・ ４件（原案可決）

 １件（原案可決）

 １件（承認）専決処分・・・・・

・市道路線の認定について（原案可決）
・市道路線の認定について（原案可決）

報　　告・・・・・３件 ２件そ の 他 ・・・・・

・筑紫野市固定資産評価審査委員会委員の選任について

人事案件・・・・・１件（同意）

・高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書について

発　　議・・・・・

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

ちくし台団地

筑紫神社

国道３号

B地区

A地区

至
福
岡

至
久
留
米

JR筑豊本線

JR鹿児島本線

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ一般質問 一般質問 本会議

最終日

請願・陳情
12時受付締切

本会議
初日

本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

令和元年 12月定例会

議会だより筑紫野 筑紫野9 8令和元年11月15日 186号　議会だより



福岡広域都市計画地区計画  筑紫第3地区  計画図

日 月 火 水 木 金 土
11/24 25 26 27 28 29 30

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
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の
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坂口 勝彦
（公明党）

平嶋 正一
（つくし野）

①保育無償化と待機児童の解消について
②障がい者の福祉施策の課題について
③自殺対策の充実について

■ 段下　季一郎　議員

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

９月定例会の一般質問では、市政について10人の議員が19題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

市内の歌碑・句碑シリーズ２
作者：大伴旅人
訳：橘の白い花も散る初夏のこの里は、ほととぎすも、一羽だけで誰かを恋しそうに鳴く日が多いことである。
場所：筑紫野市上古賀1丁目5番1号 文化会館前

◀
招
致
の
ぼ
り

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①災害時の給水計画について
②新生児聴覚スクリーニング検査について

■ 山本　加奈子　議員　

①第25回参議院議員通常選挙について
②本市職員の能力の発掘について

■ 白石　卓也　議員　

①災害対策について
②本庁舎における「ふれあい広場」の活用について

■ 前田　倫宏　議員　

①公用車へのドライブレコーダー設置について
②災害対応について

■ 波多江　祐介　議員

①本市の図書館における今後の取り組みは
■ 坂口　勝彦　議員　

①地域防災について
■ 西村　和子　議員　

①ＮＨＫ大河ドラマの招致を
■ 平嶋　正一　議員

①本市の街路樹等の維持管理について
■ 宮﨑　吉弘　議員　

①全国学力テストについて
②市役所のＩＣＴ化に向けた取り組みについて
③正規職員の勤務状況について
④第六次総合計画について

■ 田中　允　議員
会  派

写真下の（　）は
所属会派

議
員 

N
H
K
で
毎
週
日

曜
日
夜
に
放
送
さ
れ
て
い

る
大
河
ド
ラ
マ
は
、
日
本

の
歴
史
上
の
人
物
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

国
内
各
地
が
舞
台
と
な
り
、

一
つ
の
番
組
を
ほ
ぼ
一
年

間
か
け
て
放
送
す
る
間
に
、

番
組
を
通
し
て
、
ド
ラ
マ

の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
に

関
心
を
も
っ
た
視
聴
者
が

当
地
に
赴
き
、
歴
史
の
軌

跡
を
た
ど
る
旅
を
楽
し
ん

で
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
大
河
ド
ラ

マ
に
登
場
す
る
主
人
公
ゆ

か
り
の
地
域
で
は
、
番
組

が
観
光
客
誘
致
の
絶
好
の

機
会
と
と
ら
え
、
放
映
が

開
始
さ
れ
る
一
年
間
以
上

も
前
か
ら
大
河
ド
ラ
マ
と

関
連
し
た
観
光
P
R
を

大
々
的
に
行
い
、
そ
の
地

域
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
努

め
て
い
る
。

　
柳
川
市
で
は
、
立
花
宗

茂
を
題
材
と
し
た
招
致
活

動
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
立
花
宗
茂
の
父
親
は
岩

屋
城
の
戦
い
で
有
名
な
高

橋
紹
運
で
あ
り
、
本
市
と

全
く
無
縁
で
は
な
い
の
で
、

本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の

た
め
に
も
大
河
ド
ラ
マ
の

招
致
活
動
を
さ
れ
て
は
ど

う
か
。

企
画
政
策
部
長 

柳
川
市

と
比
較
す
る
と
本
市
と
立

花
宗
茂
公
と
の
関
係
性
は

少
な
い
の
で
、
現
時
点
で

招
致
活
動
を
行
う
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
方
に
等
し
く
読
書
を

今
後
も
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
招
致
を

現
時
点
で
は
招
致
活
動
な
ど
を
行
う
予
定
は
な
い

議
員
　
現
状
で
は
、
テ
レ

ビ
、
ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
様
々
な
情
報

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
、
普
及

で
の
生
活
環
境
の
変
化
、

さ
ら
に
は
、
幼
児
期
か
ら

の
読
書
習
慣
の
未
形
成
な

ど
に
よ
り
読
書
離
れ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の

図
書
館
に
お
け
る
利
用
者

の
状
況
と
課
題
は
。

教
育
部
長
　
利
用
者
は
、

平
成
30
年
度
18
万
６
５
７

１
人
で
こ
こ
数
年
増
加
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
学
生
な
ど
の

若
年
層
の
利
用
が
少
な
い

状
況
に
あ
り
、
平
成
30
年

12
月
か
ら
小
中
学
校
図
書

室
へ
の
図
書
の
配
本
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
、
読
書
環
境

の
充
実
と
利
用
者
の
拡
大

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
読
書
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
は
読
書
環
境
の
整
備

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
し
、
視
覚
障
が
い
等

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
方
々
が
等
し
く

読
書
を
通
じ
て
、
文
字
・

活
字
文
化
か
ら
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を

目
的
と
し
て
い
る
。
法
の

成
立
に
伴
い
、
点
字
・
音

声
読
み
上
げ
書
籍
普
及
の

更
な
る
拡
充
が
必
要
で
は
。

教
育
部
長
　
視
覚
障
が
い

者
や
発
達
障
が
い
者
な
ど

に
向
け
、
本
文
が
点
字
ま

た
は
文
字
が
大
き
い
図
書

や
小
説
な
ど
の
朗
読
を
録

音
し
た
録
音
図
書
、
読
書

支
援
の
た
め
の
対
面
朗
読

室
な
ど
を
整
備
し
、
提
供

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

視
聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の

利
用
実
態
や
需
要
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
関
し
て
地
域
の
た
め
の
取
り
組
み
は

自
助
の
行
動
を
起
こ
せ
る
市
民
を
増
や
し
、

共
助
の
取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ
て
い
く

議
員 

防
災
訓
練
や
学
習

会
等
が
行
わ
れ
て
い
な
い

地
域
が
あ
る
が
働
き
か
け

等
は
。

総
務
部
長 

市
内
全
域
ひ

と
し
く
防
災
の
取
り
組
み

の
働
き
か
け
を
行
い
、
地

域
に
応
じ
た
動
き
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

議
員 

要
援
護
者
の
情
報

提
供
同
意
に
つ
い
て
の
過

去
３
年
間
の
取
り
組
み
と

同
意
者
数
は
。

総
務
部
長 

独
居
高
齢
者

宅
訪
問
時
や
職
員
が
出
向

い
て
の
研
修
、
広
報
紙
、

出
前
講
座
な
ど
を
通
じ
て

実
施
し
て
い
る
。
現
在
、

２
０
５
１
名
と
な
っ
て
い

る
。

議
員 

福
祉
避
難
所
（
カ

ミ
ー
リ
ヤ
）
は
、
一
般
の

避
難
所
か
ら
で
は
な
く
、

直
接
福
祉
避
難
所
へ
行
け

る
よ
う
に
す
べ
き
。
福
祉

避
難
所
を
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
広
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長 

福
祉
避
難
所

を
２
次
避
難
所
と
す
る
こ

と
は
、
内
閣
府
福
祉
避
難

所
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
る
。

議
員 

自
主
防
災
組
織
の

育
成
と
充
実
の
た
め
の
取

り
組
み
は
。

総
務
部
長 

基
本
的
な
防

災
意
識
の
向
上
、
自
助
の

行
動
を
起
こ
せ
る
市
民
を

増
や
し
、
共
助
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
支
援
を
行
う

こ
と
、
こ
れ
ら
を
全
て
の

地
域
に
温
度
差
無
く
行
き

渡
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。

西村 和子
（市民会議）

教
育
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員
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坂口 勝彦
（公明党）

平嶋 正一
（つくし野）

①保育無償化と待機児童の解消について
②障がい者の福祉施策の課題について
③自殺対策の充実について

■ 段下　季一郎　議員

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

９月定例会の一般質問では、市政について10人の議員が19題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

市内の歌碑・句碑シリーズ２
作者：大伴旅人
訳：橘の白い花も散る初夏のこの里は、ほととぎすも、一羽だけで誰かを恋しそうに鳴く日が多いことである。
場所：筑紫野市上古賀1丁目5番1号 文化会館前

◀
招
致
の
ぼ
り

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①災害時の給水計画について
②新生児聴覚スクリーニング検査について

■ 山本　加奈子　議員　

①第25回参議院議員通常選挙について
②本市職員の能力の発掘について

■ 白石　卓也　議員　

①災害対策について
②本庁舎における「ふれあい広場」の活用について

■ 前田　倫宏　議員　

①公用車へのドライブレコーダー設置について
②災害対応について

■ 波多江　祐介　議員

①本市の図書館における今後の取り組みは
■ 坂口　勝彦　議員　

①地域防災について
■ 西村　和子　議員　

①ＮＨＫ大河ドラマの招致を
■ 平嶋　正一　議員

①本市の街路樹等の維持管理について
■ 宮﨑　吉弘　議員　

①全国学力テストについて
②市役所のＩＣＴ化に向けた取り組みについて
③正規職員の勤務状況について
④第六次総合計画について

■ 田中　允　議員
会  派

写真下の（　）は
所属会派

議
員 

N
H
K
で
毎
週
日

曜
日
夜
に
放
送
さ
れ
て
い

る
大
河
ド
ラ
マ
は
、
日
本

の
歴
史
上
の
人
物
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

国
内
各
地
が
舞
台
と
な
り
、

一
つ
の
番
組
を
ほ
ぼ
一
年

間
か
け
て
放
送
す
る
間
に
、

番
組
を
通
し
て
、
ド
ラ
マ

の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
に

関
心
を
も
っ
た
視
聴
者
が

当
地
に
赴
き
、
歴
史
の
軌

跡
を
た
ど
る
旅
を
楽
し
ん

で
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
大
河
ド
ラ

マ
に
登
場
す
る
主
人
公
ゆ

か
り
の
地
域
で
は
、
番
組

が
観
光
客
誘
致
の
絶
好
の

機
会
と
と
ら
え
、
放
映
が

開
始
さ
れ
る
一
年
間
以
上

も
前
か
ら
大
河
ド
ラ
マ
と

関
連
し
た
観
光
P
R
を

大
々
的
に
行
い
、
そ
の
地

域
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
努

め
て
い
る
。

　
柳
川
市
で
は
、
立
花
宗

茂
を
題
材
と
し
た
招
致
活

動
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
立
花
宗
茂
の
父
親
は
岩

屋
城
の
戦
い
で
有
名
な
高

橋
紹
運
で
あ
り
、
本
市
と

全
く
無
縁
で
は
な
い
の
で
、

本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の

た
め
に
も
大
河
ド
ラ
マ
の

招
致
活
動
を
さ
れ
て
は
ど

う
か
。

企
画
政
策
部
長 

柳
川
市

と
比
較
す
る
と
本
市
と
立

花
宗
茂
公
と
の
関
係
性
は

少
な
い
の
で
、
現
時
点
で

招
致
活
動
を
行
う
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
方
に
等
し
く
読
書
を

今
後
も
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
招
致
を

現
時
点
で
は
招
致
活
動
な
ど
を
行
う
予
定
は
な
い

議
員
　
現
状
で
は
、
テ
レ

ビ
、
ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
様
々
な
情
報

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
、
普
及

で
の
生
活
環
境
の
変
化
、

さ
ら
に
は
、
幼
児
期
か
ら

の
読
書
習
慣
の
未
形
成
な

ど
に
よ
り
読
書
離
れ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の

図
書
館
に
お
け
る
利
用
者

の
状
況
と
課
題
は
。

教
育
部
長
　
利
用
者
は
、

平
成
30
年
度
18
万
６
５
７

１
人
で
こ
こ
数
年
増
加
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
学
生
な
ど
の

若
年
層
の
利
用
が
少
な
い

状
況
に
あ
り
、
平
成
30
年

12
月
か
ら
小
中
学
校
図
書

室
へ
の
図
書
の
配
本
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
、
読
書
環
境

の
充
実
と
利
用
者
の
拡
大

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
読
書
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
は
読
書
環
境
の
整
備

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
し
、
視
覚
障
が
い
等

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
方
々
が
等
し
く

読
書
を
通
じ
て
、
文
字
・

活
字
文
化
か
ら
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を

目
的
と
し
て
い
る
。
法
の

成
立
に
伴
い
、
点
字
・
音

声
読
み
上
げ
書
籍
普
及
の

更
な
る
拡
充
が
必
要
で
は
。

教
育
部
長
　
視
覚
障
が
い

者
や
発
達
障
が
い
者
な
ど

に
向
け
、
本
文
が
点
字
ま

た
は
文
字
が
大
き
い
図
書

や
小
説
な
ど
の
朗
読
を
録

音
し
た
録
音
図
書
、
読
書

支
援
の
た
め
の
対
面
朗
読

室
な
ど
を
整
備
し
、
提
供

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

視
聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の

利
用
実
態
や
需
要
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
関
し
て
地
域
の
た
め
の
取
り
組
み
は

自
助
の
行
動
を
起
こ
せ
る
市
民
を
増
や
し
、

共
助
の
取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ
て
い
く

議
員 

防
災
訓
練
や
学
習

会
等
が
行
わ
れ
て
い
な
い

地
域
が
あ
る
が
働
き
か
け

等
は
。

総
務
部
長 

市
内
全
域
ひ

と
し
く
防
災
の
取
り
組
み

の
働
き
か
け
を
行
い
、
地

域
に
応
じ
た
動
き
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

議
員 

要
援
護
者
の
情
報

提
供
同
意
に
つ
い
て
の
過

去
３
年
間
の
取
り
組
み
と

同
意
者
数
は
。

総
務
部
長 

独
居
高
齢
者

宅
訪
問
時
や
職
員
が
出
向

い
て
の
研
修
、
広
報
紙
、

出
前
講
座
な
ど
を
通
じ
て

実
施
し
て
い
る
。
現
在
、

２
０
５
１
名
と
な
っ
て
い

る
。

議
員 

福
祉
避
難
所
（
カ

ミ
ー
リ
ヤ
）
は
、
一
般
の

避
難
所
か
ら
で
は
な
く
、

直
接
福
祉
避
難
所
へ
行
け

る
よ
う
に
す
べ
き
。
福
祉

避
難
所
を
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
広
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長 

福
祉
避
難
所

を
２
次
避
難
所
と
す
る
こ

と
は
、
内
閣
府
福
祉
避
難

所
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
る
。

議
員 

自
主
防
災
組
織
の

育
成
と
充
実
の
た
め
の
取

り
組
み
は
。

総
務
部
長 

基
本
的
な
防

災
意
識
の
向
上
、
自
助
の

行
動
を
起
こ
せ
る
市
民
を

増
や
し
、
共
助
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
支
援
を
行
う

こ
と
、
こ
れ
ら
を
全
て
の

地
域
に
温
度
差
無
く
行
き

渡
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。

西村 和子
（市民会議）

教
育
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員
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段下 季一郎
（市民会議） 公用車ドライブレコーダー

防災キット広葉樹の落ち葉や枝

公
民
館
に
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要

議
員 

先
天
性
難
聴
は
千

人
に
一
人
か
二
人
の
率
で

出
現
す
る
と
言
わ
れ
、
難

聴
が
あ
る
事
に
気
付
か
ず

に
い
る
と
、
言
葉
の
発
達

が
遅
れ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く

い
等
の
支
障
が
起
き
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
新
生
児

聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

検
査
方
法
は
、
内
耳
か
ら

の
反
響
音
を
測
定
す
る
Ｏ

Ａ
Ｅ
検
査
と
音
を
聞
か
せ

て
脳
波
を
調
べ
る
Ａ
Ａ
Ｂ

Ｒ
検
査
が
あ
る
が
、
精
度

の
高
い
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｒ
検
査
が

望
ま
し
い
。
厚
労
省
の
通

達
で
、
検
査
費
用
は
公
費

負
担
を
行
い
受
診
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

事
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が

市
の
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長 

里
帰
り

出
産
等
広
域
で
の
対
応
が

必
要
な
事
か
ら
県
に
設
置

さ
れ
た
新
生
児
聴
覚
検
査

体
制
整
備
検
討
会
で
の
議

論
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

「
災
害
時
協
力
井
戸

制
度
」
を
導
入
し
て

は
ど
う
か

議
員 

災
害
時
協
力
井
戸

制
度
は
、
大
規
模
災
害
が

発
生
し
市
内
に
お
い
て
断

水
が
発
生
し
た
時
に
、
供

給
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
飲
料
用
以
外
の
生

活
用
水
を
確
保
す
る
為
、

個
人
が
所
有
す
る
井
戸
を

無
償
で
提
供
で
き
る
よ
う

に
登
録
す
る
制
度
だ
。

　
登
録
の
際
に
水
質
調
査

等
を
実
施
し
認
め
ら
れ
た

時
は
「
災
害
時
協
力
井
戸

制
度
」
の
標
識
を
玄
関
等

見
え
る
場
所
に
貼
付
す
る
。

全
国
的
に
も
本
年
９
月
時

点
で
約
１
６
０
自
治
体
が

導
入
・
協
力
者
募
集
し
て

い
る
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長 

常
松
浄
水
場

の
水
源
は
、
井
戸
水
を
利

用
し
て
お
り
緊
急
時
に
も

一
日
２
千
ト
ン
の
供
給
が

可
能
な
為
、
現
時
点
で
は

導
入
を
考
え
て
い
な
い
。

議
員 

高
齢
者
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
に
と
っ
て
、

災
害
時
に
給
水
車
に
並
ん

だ
り
、
水
を
運
ん
だ
り
す

る
事
は
と
て
も
大
変
だ
。

近
所
に
災
害
時
協
力
井
戸

の
標
識
が
あ
れ
ば
、
安
心

で
心
強
い
の
で
は
な
い
か
。

地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

共
助
社
会
を
支
え
る
一
助

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長 

共
助
で
の
取

り
組
み
と
し
て
は
有
意
な

も
の
と
考
え
る
が
、
井
戸

水
の
定
期
的
な
水
質
検
査
、

災
害
時
の
不
測
の
浸
水
に

よ
る
汚
染
等
様
々
な
リ
ス

ク
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

適
切
な
管
理
が
行
え
る
浄

水
場
の
井
戸
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。

議
員 

自
主
避
難
所
の
大

半
は
公
民
館
で
、
築
年
数

や
耐
震
、
山
間
地
や
、
河

川
付
近
等
、
様
々
に
状
況

は
異
な
っ
て
い
る
。
高
齢

の
方
や
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
は
、
遠
く
の
移
動
は

困
難
で
、
一
番
身
近
な
公

民
館
が
近
く
容
易
に
移
動

が
行
え
る
。
ま
た
、
各
自

治
会
の
区
長
は
数
年
で
交

代
も
さ
れ
る
状
況
で
、
何

時
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
対
応
の
中
心
と
な
ら

れ
る
に
は
、
大
変
な
責
任

と
苦
労
が
あ
る
と
思
う
が
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ
れ

て
い
る
か
。

総
務
部
長 

地
域
に
よ
っ

て
取
り
組
み
に
温
度
差
が

あ
る
の
で
一
定
の
ル
ー
ル

が
必
要
で
あ
る
。

議
員 

災
害
警
戒
、
対
策

本
部
を
設
置
後
、
真
っ
先

に
開
設
す
る
の
が
一
次
避

難
所
、
福
祉
避
難
所
で
あ

る
が
、
今
年
の
豪
雨
で
も
、

避
難
所
周
辺
の
冠
水
が
ひ

ど
く
、
迂
回
し
て
頂
く
事

も
あ
っ
た
が
対
策
は
。

総
務
部
長 

現
在
、
排
水

施
設
の
点
検
を
行
っ
て
い

る
。

公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
は

運
転
者
や
市
民
を
守

る
事
に
繋
が
る

議
員 

公
用
車
は
日
常
的

に
様
々
な
業
務
の
為
、
市

内
各
地
を
巡
回
し
て
い
る
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
に
よ
り
、
万
が
一
の

事
故
時
に
は
事
故
の
処
理

が
、
適
正
か
つ
迅
速
に
対

応
が
で
き
、
更
に
安
全
へ

の
意
識
向
上
に
寄
与
す
る
。

　
大
規
模
災
害
で
は
、
後

に
、
映
像
収
集
に
よ
り
、

当
時
の
状
況
を
検
証
で
き

今
後
の
災
害
対
策
に
活
用

で
き
る
。
不
審
者
情
報
や

行
方
不
明
者
捜
索
な
ど
事

案
が
発
生
し
た
時
に
は
、

市
内
設
置
防
犯
カ
メ
ラ
同

様
に
、
警
察
へ
の
情
報
提

供
な
ど
に
よ
り
、
早
期
発

見
、
早
期
解
決
に
結
び
つ

く
な
ど
、
多
様
な
効
果
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

総
務
部
長 

現
在
９
台
の

公
用
車
に
搭
載
し
て
お

り
、
議
員
の
言
わ
れ
る
効

果
も
期
待
で
き
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
車
両
更
新

の
際
の
設
置
を
継
続
し
て

参
り
ま
す
。

県
の
新
生
児
聴
覚
検
査
体
制
整
備
検
討
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

動
向
を
注
視
す
る

波多江 祐介
（つくし野）

山本加奈子
（公明党）

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

　
　
　
　
　
　
　公
費
負
担
の
検
討
は

児
童
生
徒
の
S
O
S
の

出
し
方
に
関
す
る
教
育
の
取
り
組
み
は

議
員 

厚
労
省
の
重
視
す

る
「
児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
出
し
方
に
関
す
る
教

育
」
に
つ
い
て
本
市
の
取

り
組
み
は
。

教
育
部
長 

道
徳
や
保
健

体
育
の
授
業
で
命
の
大
切

さ
や
心
の
健
康
に
関
す
る

教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
24
時
間
子
ど
も

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど

の
電
話
番
号
を
記
載
し
た

カ
ー
ド
を
配
布
し
相
談
で

き
る
機
関
の
周
知
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
誰
に
ど
う

や
っ
て
助
け
を
求
め
れ
ば

よ
い
か
学
ぶ
教
育
を
推
進

し
て
い
る
。

議
員 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の

権
利
を
定
め
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
同
性
愛
者
で
あ
る

こ
と
を
勝
手
に
ば
ら
す
ア

ウ
テ
ィ
ン
グ
行
為
禁
止
を

定
め
る
職
員
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

禁
止
条
例
の
整
備
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長 

本
市
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
施
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
条
例
と

し
て
筑
紫
野
市
人
権
都
市

宣
言
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
て
お
り
、
具
体
化
す

る
も
の
と
し
て
筑
紫
野
市

人
権
施
策
基
本
指
針
を
策

定
し
て
お
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
問
題
も
こ
れ
に
含
ま
れ

る
。
差
別
解
消
の
た
め
に

は
、
学
習
と
啓
発
が
重
要

で
あ
り
、
こ
れ
に
努
め
る
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普

及
啓
発
活
動
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
施
設
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
市

の
取
り
組
み
は

議
員 

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、

例
え
ば
内
部
障
害
や
難
病
、

妊
娠
初
期
の
方
な
ど
が
援

助
を
得
や
す
く
す
る
た
め

の
も
の
だ
が
、
知
っ
て
い

る
人
が
多
い
ほ
ど
支
援
を

受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
市
民
向
け
の
普
及
啓

発
活
動
を
充
実
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
配
布
の
際
に
説

明
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
広
報
誌
や
ポ
ス
タ
ー
の

活
用
等
も
含
め
て
普
及
啓

発
に
努
め
る
。

議
員 

障
害
を
持
つ
当
事

者
の
方
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
の
お
店
を
探
す
の
に

は
苦
労
し
て
い
る
。
施
設

や
店
舗
等
の
情
報
提
供
を

充
実
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長 

今
年
５

月
か
ら
福
岡
県
が
「
ふ
く

お
か
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ

プ
」
と
い
う
検
索
サ
イ
ト

を
運
用
し
て
お
り
、
県
下

の
各
自
治
体
が
情
報
更
新

す
る
こ
と
し
て
お
り
、
今

後
も
情
報
提
供
に
努
め
る
。

今
後
の
街
路
樹
等
管
理
の
あ
り
方
は

樹
木
の
成
長
や
気
象
の
変
化
、
住
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
参
考
に
維
持
管
理
し
て
い
く

道
徳
や
保
健
体
育
の
授
業
で
実
施
し
て
い
る

議
員 

街
路
樹
の
成
長
に

伴
い
暴
風
雨
の
影
響
な
ど

で
電
線
を
巻
き
込
ん
だ
倒

木
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ

れ
る
。
ま
た
、
根
上
が
り

に
よ
る
歩
行
者
の
つ
ま
ず

き
や
転
倒
、
縁
石
の
道
路

側
へ
の
押
し
出
し
に
よ
る

車
両
事
故
等
が
懸
念
さ
れ
、

加
え
て
広
葉
樹
の
落
ち
葉

や
枝
な
ど
が
散
乱
し
、
排

水
溝
の
詰
ま
り
等
散
見
さ

れ
る
が
、
災
害
が
頻
発
し

て
い
る
今
、
環
境
の
変
化

に
即
し
た
街
路
樹
等
の
維

持
管
理
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

建
設
部
長 

管
理
方
法
に

つ
い
て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
街
路
樹
管
理
業
務
の
報

告
に
加
え
、
住
民
か
ら
の

通
報
に
よ
り
、
剪
定
や
枯

れ
木
等
の
撤
去
を
適
宜
行

っ
て
い
る
。
根
上
が
り
は
、

支
障
と
な
る
根
の
撤
去
が

倒
木
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
、
造
園
協
力
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
落
ち
葉
や

枝
の
処
置
に
つ
い
て
清
掃

な
ど
地
域
住
民
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

市
で
は
、
樹
種
の
繁
茂
状

況
に
よ
っ
て
、
路
線
ご
と

に
年
間
６
回
か
ら
11
回
の

道
路
清
掃
車
で
路
面
清
掃

を
行
っ
て
い
る
。
今
後 

樹
木
の
成
長
や
気
象
の
変

化
、
住
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
参
考
に
維
持
管
理
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

宮﨑 吉弘
（公明党）
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公
民
館
に
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要

議
員 

先
天
性
難
聴
は
千

人
に
一
人
か
二
人
の
率
で

出
現
す
る
と
言
わ
れ
、
難

聴
が
あ
る
事
に
気
付
か
ず

に
い
る
と
、
言
葉
の
発
達

が
遅
れ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く

い
等
の
支
障
が
起
き
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
新
生
児

聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

検
査
方
法
は
、
内
耳
か
ら

の
反
響
音
を
測
定
す
る
Ｏ

Ａ
Ｅ
検
査
と
音
を
聞
か
せ

て
脳
波
を
調
べ
る
Ａ
Ａ
Ｂ

Ｒ
検
査
が
あ
る
が
、
精
度

の
高
い
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｒ
検
査
が

望
ま
し
い
。
厚
労
省
の
通

達
で
、
検
査
費
用
は
公
費

負
担
を
行
い
受
診
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

事
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が

市
の
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長 

里
帰
り

出
産
等
広
域
で
の
対
応
が

必
要
な
事
か
ら
県
に
設
置

さ
れ
た
新
生
児
聴
覚
検
査

体
制
整
備
検
討
会
で
の
議

論
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

「
災
害
時
協
力
井
戸

制
度
」
を
導
入
し
て

は
ど
う
か

議
員 

災
害
時
協
力
井
戸

制
度
は
、
大
規
模
災
害
が

発
生
し
市
内
に
お
い
て
断

水
が
発
生
し
た
時
に
、
供

給
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
飲
料
用
以
外
の
生

活
用
水
を
確
保
す
る
為
、

個
人
が
所
有
す
る
井
戸
を

無
償
で
提
供
で
き
る
よ
う

に
登
録
す
る
制
度
だ
。

　
登
録
の
際
に
水
質
調
査

等
を
実
施
し
認
め
ら
れ
た

時
は
「
災
害
時
協
力
井
戸

制
度
」
の
標
識
を
玄
関
等

見
え
る
場
所
に
貼
付
す
る
。

全
国
的
に
も
本
年
９
月
時

点
で
約
１
６
０
自
治
体
が

導
入
・
協
力
者
募
集
し
て

い
る
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長 

常
松
浄
水
場

の
水
源
は
、
井
戸
水
を
利

用
し
て
お
り
緊
急
時
に
も

一
日
２
千
ト
ン
の
供
給
が

可
能
な
為
、
現
時
点
で
は

導
入
を
考
え
て
い
な
い
。

議
員 

高
齢
者
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
に
と
っ
て
、

災
害
時
に
給
水
車
に
並
ん

だ
り
、
水
を
運
ん
だ
り
す

る
事
は
と
て
も
大
変
だ
。

近
所
に
災
害
時
協
力
井
戸

の
標
識
が
あ
れ
ば
、
安
心

で
心
強
い
の
で
は
な
い
か
。

地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

共
助
社
会
を
支
え
る
一
助

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長 

共
助
で
の
取

り
組
み
と
し
て
は
有
意
な

も
の
と
考
え
る
が
、
井
戸

水
の
定
期
的
な
水
質
検
査
、

災
害
時
の
不
測
の
浸
水
に

よ
る
汚
染
等
様
々
な
リ
ス

ク
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

適
切
な
管
理
が
行
え
る
浄

水
場
の
井
戸
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。

議
員 

自
主
避
難
所
の
大

半
は
公
民
館
で
、
築
年
数

や
耐
震
、
山
間
地
や
、
河

川
付
近
等
、
様
々
に
状
況

は
異
な
っ
て
い
る
。
高
齢

の
方
や
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
は
、
遠
く
の
移
動
は

困
難
で
、
一
番
身
近
な
公

民
館
が
近
く
容
易
に
移
動

が
行
え
る
。
ま
た
、
各
自

治
会
の
区
長
は
数
年
で
交

代
も
さ
れ
る
状
況
で
、
何

時
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
対
応
の
中
心
と
な
ら

れ
る
に
は
、
大
変
な
責
任

と
苦
労
が
あ
る
と
思
う
が
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ
れ

て
い
る
か
。

総
務
部
長 

地
域
に
よ
っ

て
取
り
組
み
に
温
度
差
が

あ
る
の
で
一
定
の
ル
ー
ル

が
必
要
で
あ
る
。

議
員 

災
害
警
戒
、
対
策

本
部
を
設
置
後
、
真
っ
先

に
開
設
す
る
の
が
一
次
避

難
所
、
福
祉
避
難
所
で
あ

る
が
、
今
年
の
豪
雨
で
も
、

避
難
所
周
辺
の
冠
水
が
ひ

ど
く
、
迂
回
し
て
頂
く
事

も
あ
っ
た
が
対
策
は
。

総
務
部
長 

現
在
、
排
水

施
設
の
点
検
を
行
っ
て
い

る
。

公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
は

運
転
者
や
市
民
を
守

る
事
に
繋
が
る

議
員 

公
用
車
は
日
常
的

に
様
々
な
業
務
の
為
、
市

内
各
地
を
巡
回
し
て
い
る
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
に
よ
り
、
万
が
一
の

事
故
時
に
は
事
故
の
処
理

が
、
適
正
か
つ
迅
速
に
対

応
が
で
き
、
更
に
安
全
へ

の
意
識
向
上
に
寄
与
す
る
。

　
大
規
模
災
害
で
は
、
後

に
、
映
像
収
集
に
よ
り
、

当
時
の
状
況
を
検
証
で
き

今
後
の
災
害
対
策
に
活
用

で
き
る
。
不
審
者
情
報
や

行
方
不
明
者
捜
索
な
ど
事

案
が
発
生
し
た
時
に
は
、

市
内
設
置
防
犯
カ
メ
ラ
同

様
に
、
警
察
へ
の
情
報
提

供
な
ど
に
よ
り
、
早
期
発

見
、
早
期
解
決
に
結
び
つ

く
な
ど
、
多
様
な
効
果
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

総
務
部
長 

現
在
９
台
の

公
用
車
に
搭
載
し
て
お

り
、
議
員
の
言
わ
れ
る
効

果
も
期
待
で
き
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
車
両
更
新

の
際
の
設
置
を
継
続
し
て

参
り
ま
す
。

県
の
新
生
児
聴
覚
検
査
体
制
整
備
検
討
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

動
向
を
注
視
す
る

波多江 祐介
（つくし野）

山本加奈子
（公明党）

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

　
　
　
　
　
　
　公
費
負
担
の
検
討
は

児
童
生
徒
の
S
O
S
の

出
し
方
に
関
す
る
教
育
の
取
り
組
み
は

議
員 

厚
労
省
の
重
視
す

る
「
児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
出
し
方
に
関
す
る
教

育
」
に
つ
い
て
本
市
の
取

り
組
み
は
。

教
育
部
長 

道
徳
や
保
健

体
育
の
授
業
で
命
の
大
切

さ
や
心
の
健
康
に
関
す
る

教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
24
時
間
子
ど
も

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど

の
電
話
番
号
を
記
載
し
た

カ
ー
ド
を
配
布
し
相
談
で

き
る
機
関
の
周
知
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
誰
に
ど
う

や
っ
て
助
け
を
求
め
れ
ば

よ
い
か
学
ぶ
教
育
を
推
進

し
て
い
る
。

議
員 
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の

権
利
を
定
め
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
同
性
愛
者
で
あ
る

こ
と
を
勝
手
に
ば
ら
す
ア

ウ
テ
ィ
ン
グ
行
為
禁
止
を

定
め
る
職
員
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

禁
止
条
例
の
整
備
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長 

本
市
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
施
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
条
例
と

し
て
筑
紫
野
市
人
権
都
市

宣
言
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
て
お
り
、
具
体
化
す

る
も
の
と
し
て
筑
紫
野
市

人
権
施
策
基
本
指
針
を
策

定
し
て
お
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
問
題
も
こ
れ
に
含
ま
れ

る
。
差
別
解
消
の
た
め
に

は
、
学
習
と
啓
発
が
重
要

で
あ
り
、
こ
れ
に
努
め
る
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普

及
啓
発
活
動
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
施
設
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
市

の
取
り
組
み
は

議
員 

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、

例
え
ば
内
部
障
害
や
難
病
、

妊
娠
初
期
の
方
な
ど
が
援

助
を
得
や
す
く
す
る
た
め

の
も
の
だ
が
、
知
っ
て
い

る
人
が
多
い
ほ
ど
支
援
を

受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
市
民
向
け
の
普
及
啓

発
活
動
を
充
実
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
配
布
の
際
に
説

明
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
広
報
誌
や
ポ
ス
タ
ー
の

活
用
等
も
含
め
て
普
及
啓

発
に
努
め
る
。

議
員 

障
害
を
持
つ
当
事

者
の
方
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
の
お
店
を
探
す
の
に

は
苦
労
し
て
い
る
。
施
設

や
店
舗
等
の
情
報
提
供
を

充
実
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長 

今
年
５

月
か
ら
福
岡
県
が
「
ふ
く

お
か
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ

プ
」
と
い
う
検
索
サ
イ
ト

を
運
用
し
て
お
り
、
県
下

の
各
自
治
体
が
情
報
更
新

す
る
こ
と
し
て
お
り
、
今

後
も
情
報
提
供
に
努
め
る
。

今
後
の
街
路
樹
等
管
理
の
あ
り
方
は

樹
木
の
成
長
や
気
象
の
変
化
、
住
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
参
考
に
維
持
管
理
し
て
い
く

道
徳
や
保
健
体
育
の
授
業
で
実
施
し
て
い
る

議
員 

街
路
樹
の
成
長
に

伴
い
暴
風
雨
の
影
響
な
ど

で
電
線
を
巻
き
込
ん
だ
倒

木
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ

れ
る
。
ま
た
、
根
上
が
り

に
よ
る
歩
行
者
の
つ
ま
ず

き
や
転
倒
、
縁
石
の
道
路

側
へ
の
押
し
出
し
に
よ
る

車
両
事
故
等
が
懸
念
さ
れ
、

加
え
て
広
葉
樹
の
落
ち
葉

や
枝
な
ど
が
散
乱
し
、
排

水
溝
の
詰
ま
り
等
散
見
さ

れ
る
が
、
災
害
が
頻
発
し

て
い
る
今
、
環
境
の
変
化

に
即
し
た
街
路
樹
等
の
維

持
管
理
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

建
設
部
長 

管
理
方
法
に

つ
い
て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
街
路
樹
管
理
業
務
の
報

告
に
加
え
、
住
民
か
ら
の

通
報
に
よ
り
、
剪
定
や
枯

れ
木
等
の
撤
去
を
適
宜
行

っ
て
い
る
。
根
上
が
り
は
、

支
障
と
な
る
根
の
撤
去
が

倒
木
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
、
造
園
協
力
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
落
ち
葉
や

枝
の
処
置
に
つ
い
て
清
掃

な
ど
地
域
住
民
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

市
で
は
、
樹
種
の
繁
茂
状

況
に
よ
っ
て
、
路
線
ご
と

に
年
間
６
回
か
ら
11
回
の

道
路
清
掃
車
で
路
面
清
掃

を
行
っ
て
い
る
。
今
後 

樹
木
の
成
長
や
気
象
の
変

化
、
住
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
参
考
に
維
持
管
理
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

宮﨑 吉弘
（公明党）
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前田 倫宏
（－）

白石 卓也
（市民会議）

田中　允
（－）

ふれあい広場

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
啓
発
を
継
続
す
る

本
庁
舎
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
活
用
は

市
主
催
の
環
境
フ
ェ
ア
に
て
市
民
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る

議
員 

ふ
れ
あ
い
広
場
の

緑
化
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
の
活
用
の
検
討
は
。

総
務
部
長 

市
主
催
行
事

や
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
使
用
す
る
。
災
害

時
に
臨
機
応
変
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
障
害
物
と
な

る
植
樹
等
は
し
な
い
設
計

と
し
て
い
る
。

議
員 

地
域
振
興
と
し
て

観
光
Ｐ
Ｒ
や
物
産
展
、
お

祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
活
用

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長 

運
用
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
否
か
を

そ
の
都
度
判
断
す
る
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

議
員 

本
年
７
月
21
日
に

避
難
情
報
が
発
信
さ
れ
た

が
、
本
市
と
山
神
水
道
企

業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

山
神
ダ
ム
の
情
報
が
更
新

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
防

災
情
報
と
し
て
、
山
神
ダ

ム
の
貯
水
率
や
放
流
状
況

等
を
周
知
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長 

水
防
法
に
基

づ
く
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
、
携

帯
電
話
に
強
制
的
に
送
信

す
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど

の
手
段
で
市
民
へ
情
報
を

伝
達
す
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ダ
ム
の
情
報
リ
ン
ク

は
改
善
し
た
。

議
員 

２
０
１
６
年
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、

避
難
者
数
も
避
難
所
開
設

数
も
想
定
を
上
回
る
事
態

と
な
っ
た
。
最
大
収
容
人

数
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
。

総
務
部
長 

避
難
所
居
住

ス
ペ
ー
ス
は
、
１
人
あ
た

り
２
㎡
と
し
て
い
る
。
最

大
収
容
人
数
は
、
約
６
９

０
０
０
人
で
あ
る
。

議
員 

台
風
や
豪
雨
の
災

害
は
、
夏
場
に
多
く
発
生

す
る
。
避
難
所
の
熱
中
症

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
小
中

学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置
の
検
討
は
。

総
務
部
長 

体
育
館
に
空

調
整
備
は
現
在
な
い
が
、

普
通
教
室
へ
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
て
お
り
、
避
難
所

と
し
て
利
用
し
て
頂
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

議
員 

普
通
教
室
で
は
な

く
、
多
く
の
人
数
を
収
容

で
き
る
体
育
館
を
避
難
所

と
想
定
し
て
お
く
べ
き
だ

と
思
う
が
、
見
解
は
。

総
務
部
長 

多
額
の
整
備

費
が
必
要
と
な
る
為
、
現

時
点
で
の
整
備
は
難
し
い
。

議
員 

本
年
７
月
に
実
施

さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙

で
は
、
24
年
ぶ
り
に
５
割

を
下
回
り
低
投
票
率
と
な

っ
た
。
特
に
18
歳
・
19
歳

の
公
選
法
改
正
に
よ
り
対

象
と
な
っ
た
若
い
人
た
ち

が
低
投
票
率
と
な
っ
て
い

る
。
18
、
19
歳
の
投
票
率

は
約
31
％
と
な
っ
て
い
て

全
体
投
票
率
の
約
48
％
と

比
較
す
る
と
約
17
ポ
イ
ン

ト
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
低
投
票
率
の

中
で
全
国
の
自
治
体
で
は

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
商
業
施
設
等
の

期
日
前
投
票
所
の
設
置
や

高
校
生
を
対
象
と
し
た
主

権
者
教
育
で
あ
る
。
見
解

を
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長 

 

今
回
の
参
議
院
選
挙
の

投
票
率
の
低
下
に
つ
い
て

は
、
当
日
の
天
候
不
良
の

影
響
が
大
き
い
と
分
析
し

て
い
る
。
期
日
前
投
票
所

増
設
に
つ
い
て
は
、
経
費

増
大
、
人
員
確
保
等
の
課

題
、
会
場
の
確
保
が
困
難

な
こ
と
か
ら
検
討
課
題
と

す
る
。

　
主
権
者
教
育
に
つ
い
て

は
、
現
在
行
っ
て
い
る
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
の

啓
発
を
継
続
す
る
。
ま
た

投
票
率
向
上
は
国
・
県
に

よ
る
取
り
組
み
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
情

報
収
集
に
努
め
る
。

本
市
職
員
の
能
力
の

発
掘
に
つ
い
て

議
員 

21
世
紀
と
な
り
約

20
年
が
経
過
し
、
新
た
に

令
和
を
迎
え
昭
和
の
時
代

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

程
、
社
会
は
変
化
し
、
多

様
化
し
て
い
る
。
分
権
時

代
に
お
い
て
は
住
民
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
政
策
を

い
か
に
作
れ
る
か
が
重
要

で
あ
る
。
自
治
体
は
職
員

の
自
己
啓
発
機
会
の
充
実
、

政
策
形
成
の
職
員
参
加
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ひ

い
て
は
職
員
の
や
り
が
い

や
、
職
場
の
風
通
し
の
良

さ
を
育
む
と
考
え
る
。
部

署
、
役
職
に
関
係
な
く
広

く
職
員
の
能
力
が
発
揮
で

き
る
環
境
に
し
て
は
ど
う

か
。

企
画
政
策
部
長 

政
策
立

案
に
関
し
て
は
所
管
部
署

が
法
令
を
遵
守
し
、
創
意

工
夫
し
な
が
ら
行
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。
所
属

部
署
や
役
職
に
関
係
な
く

別
の
業
務
を
行
う
こ
と
は

困
難
と
考
え
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
職
員
の
能
力
把
握
、

育
成
に
取
り
組
む
。

議
員 

第
五
次
総
合
計
画

も
最
終
年
度
を
迎
え
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

企
画
政
策
部
長 

施
策
や

基
本
事
業
の
成
果
指
標
の

約
７
割
が
向
上
し
て
お
り
、

お
お
む
ね
良
好
に
推
移
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員 

第
五
次
総
合
計
画

か
ら
の
継
続
が
必
要
な
施

策
、
第
六
次
総
合
計
画
か

ら
取
り
組
み
を
強
化
す
べ

き
施
策
な
ど
現
時
点
に
お

け
る
市
の
考
え
は
。

市
長 

引
き
続
き
、
第
五

次
総
合
計
画
の
施
策
を
推

進
し
、
完
成
と
定
着
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
今
後
、
速
度
を
増
す
少

子
化
、
高
齢
化
へ
の
備
え

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
第
六
次

総
合
計
画
へ
と
体
系
的
に

位
置
づ
け
て
、
職
員
と
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
、
ひ
か
り
輝
く
ち
く

し
の
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

本
市
の
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
成
績
は

議
員 

市
内
の
小
中
学
校

の
学
力
テ
ス
ト
の
成
績
は
、

全
国
や
県
と
比
較
し
て
、

ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ

た
の
か
。

教
育
部
長 

全
て
の
教
科

区
分
に
お
い
て
、
全
国
平

均
及
び
県
平
均
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

議
員 

英
語
教
育
は
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
本
市
の
取

り
組
み
の
現
状
は
。

教
育
部
長 

外
国
語
指
導

助
手
を
活
用
し
た
授
業
の

ほ
か
、
「
読
む
、
書
く
、

聞
く
、
話
す
」
を
組
み
合

わ
せ
た
学
習
を
繰
り
返
し

行
う
こ
と
で
英
語
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

正
規
職
員
の
勤
務
状

況
に
つ
い
て

議
員 

休
職
し
て
い
る
職

員
の
復
帰
前
・
復
帰
後
の

ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長 

ま
ず
復

帰
前
に
職
員
本
人
と
主
治

医
、
そ
し
て
所
属
課
、
人

事
課
が
入
っ
て
、
病
状
等

の
確
認
と
復
職
の
可
否
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
に

応
じ
て
、
慣
ら
し
勤
務
等

の
配
慮
を
し
な
が
ら
、
復

帰
の
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
復
帰
後
は
、
職
員
の
状

況
に
応
じ
て
休
暇
の
活
用

や
時
間
外
勤
務
の
抑
制
な

ど
、
所
属
課
で
の
見
守
り

を
中
心
に
職
員
の
ケ
ア
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

第
六
次
総
合
計
画
へ
の
思
い
は

５
つ
の
重
点
施
策
を
引
き
続
き
推
進
し
、
少
子
化
、

高
齢
化
へ
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会
議員（配偶者、被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書
ならびに前年１年間の収入、贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」とい
う。）の提出義務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の結果を７月２９日に意見書として受け取
りましたので、お知らせします。

　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。
明白な誤記、不正確な記載等についての確認、差し替え及び訂正または口頭での説明ならびに報
告書の一部の欠落についての追加提出は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

資産等報告書及び意見書は、市役所4階の情報公開コーナーで閲覧することができます。
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前田 倫宏
（－）

白石 卓也
（市民会議）

田中　允
（－）

ふれあい広場

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
啓
発
を
継
続
す
る

本
庁
舎
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
活
用
は

市
主
催
の
環
境
フ
ェ
ア
に
て
市
民
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る

議
員 

ふ
れ
あ
い
広
場
の

緑
化
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
の
活
用
の
検
討
は
。

総
務
部
長 

市
主
催
行
事

や
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
使
用
す
る
。
災
害

時
に
臨
機
応
変
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
障
害
物
と
な

る
植
樹
等
は
し
な
い
設
計

と
し
て
い
る
。

議
員 

地
域
振
興
と
し
て

観
光
Ｐ
Ｒ
や
物
産
展
、
お

祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
活
用

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長 

運
用
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
否
か
を

そ
の
都
度
判
断
す
る
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

議
員 

本
年
７
月
21
日
に

避
難
情
報
が
発
信
さ
れ
た

が
、
本
市
と
山
神
水
道
企

業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

山
神
ダ
ム
の
情
報
が
更
新

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
防

災
情
報
と
し
て
、
山
神
ダ

ム
の
貯
水
率
や
放
流
状
況

等
を
周
知
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長 

水
防
法
に
基

づ
く
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
、
携

帯
電
話
に
強
制
的
に
送
信

す
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど

の
手
段
で
市
民
へ
情
報
を

伝
達
す
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ダ
ム
の
情
報
リ
ン
ク

は
改
善
し
た
。

議
員 

２
０
１
６
年
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、

避
難
者
数
も
避
難
所
開
設

数
も
想
定
を
上
回
る
事
態

と
な
っ
た
。
最
大
収
容
人

数
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
。

総
務
部
長 

避
難
所
居
住

ス
ペ
ー
ス
は
、
１
人
あ
た

り
２
㎡
と
し
て
い
る
。
最

大
収
容
人
数
は
、
約
６
９

０
０
０
人
で
あ
る
。

議
員 

台
風
や
豪
雨
の
災

害
は
、
夏
場
に
多
く
発
生

す
る
。
避
難
所
の
熱
中
症

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
小
中

学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置
の
検
討
は
。

総
務
部
長 

体
育
館
に
空

調
整
備
は
現
在
な
い
が
、

普
通
教
室
へ
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
て
お
り
、
避
難
所

と
し
て
利
用
し
て
頂
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

議
員 

普
通
教
室
で
は
な

く
、
多
く
の
人
数
を
収
容

で
き
る
体
育
館
を
避
難
所

と
想
定
し
て
お
く
べ
き
だ

と
思
う
が
、
見
解
は
。

総
務
部
長 

多
額
の
整
備

費
が
必
要
と
な
る
為
、
現

時
点
で
の
整
備
は
難
し
い
。

議
員 

本
年
７
月
に
実
施

さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙

で
は
、
24
年
ぶ
り
に
５
割

を
下
回
り
低
投
票
率
と
な

っ
た
。
特
に
18
歳
・
19
歳

の
公
選
法
改
正
に
よ
り
対

象
と
な
っ
た
若
い
人
た
ち

が
低
投
票
率
と
な
っ
て
い

る
。
18
、
19
歳
の
投
票
率

は
約
31
％
と
な
っ
て
い
て

全
体
投
票
率
の
約
48
％
と

比
較
す
る
と
約
17
ポ
イ
ン

ト
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
低
投
票
率
の

中
で
全
国
の
自
治
体
で
は

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
商
業
施
設
等
の

期
日
前
投
票
所
の
設
置
や

高
校
生
を
対
象
と
し
た
主

権
者
教
育
で
あ
る
。
見
解

を
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長 

 

今
回
の
参
議
院
選
挙
の

投
票
率
の
低
下
に
つ
い
て

は
、
当
日
の
天
候
不
良
の

影
響
が
大
き
い
と
分
析
し

て
い
る
。
期
日
前
投
票
所

増
設
に
つ
い
て
は
、
経
費

増
大
、
人
員
確
保
等
の
課

題
、
会
場
の
確
保
が
困
難

な
こ
と
か
ら
検
討
課
題
と

す
る
。

　
主
権
者
教
育
に
つ
い
て

は
、
現
在
行
っ
て
い
る
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
の

啓
発
を
継
続
す
る
。
ま
た

投
票
率
向
上
は
国
・
県
に

よ
る
取
り
組
み
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
情

報
収
集
に
努
め
る
。

本
市
職
員
の
能
力
の

発
掘
に
つ
い
て

議
員 

21
世
紀
と
な
り
約

20
年
が
経
過
し
、
新
た
に

令
和
を
迎
え
昭
和
の
時
代

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

程
、
社
会
は
変
化
し
、
多

様
化
し
て
い
る
。
分
権
時

代
に
お
い
て
は
住
民
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
政
策
を

い
か
に
作
れ
る
か
が
重
要

で
あ
る
。
自
治
体
は
職
員

の
自
己
啓
発
機
会
の
充
実
、

政
策
形
成
の
職
員
参
加
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ひ

い
て
は
職
員
の
や
り
が
い

や
、
職
場
の
風
通
し
の
良

さ
を
育
む
と
考
え
る
。
部

署
、
役
職
に
関
係
な
く
広

く
職
員
の
能
力
が
発
揮
で

き
る
環
境
に
し
て
は
ど
う

か
。

企
画
政
策
部
長 

政
策
立

案
に
関
し
て
は
所
管
部
署

が
法
令
を
遵
守
し
、
創
意

工
夫
し
な
が
ら
行
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。
所
属

部
署
や
役
職
に
関
係
な
く

別
の
業
務
を
行
う
こ
と
は

困
難
と
考
え
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
職
員
の
能
力
把
握
、

育
成
に
取
り
組
む
。

議
員 

第
五
次
総
合
計
画

も
最
終
年
度
を
迎
え
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

企
画
政
策
部
長 

施
策
や

基
本
事
業
の
成
果
指
標
の

約
７
割
が
向
上
し
て
お
り
、

お
お
む
ね
良
好
に
推
移
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員 

第
五
次
総
合
計
画

か
ら
の
継
続
が
必
要
な
施

策
、
第
六
次
総
合
計
画
か

ら
取
り
組
み
を
強
化
す
べ

き
施
策
な
ど
現
時
点
に
お

け
る
市
の
考
え
は
。

市
長 

引
き
続
き
、
第
五

次
総
合
計
画
の
施
策
を
推

進
し
、
完
成
と
定
着
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
今
後
、
速
度
を
増
す
少

子
化
、
高
齢
化
へ
の
備
え

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
第
六
次

総
合
計
画
へ
と
体
系
的
に

位
置
づ
け
て
、
職
員
と
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
、
ひ
か
り
輝
く
ち
く

し
の
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

本
市
の
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
成
績
は

議
員 

市
内
の
小
中
学
校

の
学
力
テ
ス
ト
の
成
績
は
、

全
国
や
県
と
比
較
し
て
、

ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ

た
の
か
。

教
育
部
長 

全
て
の
教
科

区
分
に
お
い
て
、
全
国
平

均
及
び
県
平
均
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

議
員 

英
語
教
育
は
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
本
市
の
取

り
組
み
の
現
状
は
。

教
育
部
長 

外
国
語
指
導

助
手
を
活
用
し
た
授
業
の

ほ
か
、
「
読
む
、
書
く
、

聞
く
、
話
す
」
を
組
み
合

わ
せ
た
学
習
を
繰
り
返
し

行
う
こ
と
で
英
語
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

正
規
職
員
の
勤
務
状

況
に
つ
い
て

議
員 

休
職
し
て
い
る
職

員
の
復
帰
前
・
復
帰
後
の

ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長 

ま
ず
復

帰
前
に
職
員
本
人
と
主
治

医
、
そ
し
て
所
属
課
、
人

事
課
が
入
っ
て
、
病
状
等

の
確
認
と
復
職
の
可
否
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
に

応
じ
て
、
慣
ら
し
勤
務
等

の
配
慮
を
し
な
が
ら
、
復

帰
の
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
復
帰
後
は
、
職
員
の
状

況
に
応
じ
て
休
暇
の
活
用

や
時
間
外
勤
務
の
抑
制
な

ど
、
所
属
課
で
の
見
守
り

を
中
心
に
職
員
の
ケ
ア
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

第
六
次
総
合
計
画
へ
の
思
い
は

５
つ
の
重
点
施
策
を
引
き
続
き
推
進
し
、
少
子
化
、

高
齢
化
へ
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
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りましたので、お知らせします。
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報告義務者の配偶者に関するもの・・・・・・・・・・・・・・・・・２２人
報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの・・・・・・・・・２１人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６８人
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　９月２０日、筑紫野市森林・林業・林産業活性
化促進議員連盟の議員で平等寺山財産区有林など
の現地視察を行いました。（表紙）
　連盟は森林・林業・林産業の振興及び地域の活
性化を事業としており、引き続き調査・研究、提
言・要請行動を行っていきます。

　林野庁では、木材を利用することの意義を広め、国
産材利用を拡大していくため「木づかい運動」を展開
しています。

■次回第187号は令和２年２月15日発行予定です。

議会が聴く 議会報告会

議会が見る 現地視察

詳しくはこちら▶

11/15
段下坂口西村赤司

（班長）
横尾原口波多江

城前田山本鹿島
（班長）

上村平嶋白石

八尋

髙原議長

大石阿部田中辻本
（班長）

下成宮﨑


